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図 1. 1687 年に出版された  

『プリンキピア』初版の表紙  

 

「プリンキピアを読む会」報告 

Report on the Principia Reading Group 

 

中島研究室 多久和理実 

Yoshimi TAKUWA 

 

勉強会の発足と目的  

プリンキピアを読む会は，アイザッ

ク・ニュートンに関連する研究をする

人たちが交流・協力して基本文献を精

読しようという目的で，2012 年 3 月に

工藤璃輝と筆者の呼びかけで始まっ

た勉強会である．当初は『プリンキピ

ア』本文を忠実に読んで解釈するとい

う方針であったが，現在では『プリン

キピア』本文にこだわらない多様な視

点の発表が行われている．例えば『光

学』や手稿，書簡集といったニュート

ンの他の著作物を読んだ回もあり，さ

らには，デカルト，ベルヌーイ，マク

ローリン等の他の学者の著作物との

比較という視点でニュートンを扱っ

た回もある．  

勉強会は月に 2 回のペースで開いて

おり，毎回発表者を決め，どの文献を

どのようなアプローチで読むのかは

発表者に任せている．参加者には，発

表に対して質問や意見を言ってもらいながら，一緒に文献の解釈を考

えてもらっている．一回の発表では該当箇所を読み切れなかったり，

議論を通して問題点が明らかになったりした場合は，発表者の次の担

当回に内容を持ちこしている．そのため，複数回にまたがって同一テ

ーマで読み進めることも多い．以下の発表内容記録では，簡略のため

に，工藤がニュートンの定義・公理等を精査するために『プリンキピ

ア』第一篇を中心に読み進めたものを「力学基礎概念シリーズ」，多久

和が地球の形状に関する導出を追うために『プリンキピア』第三篇を

中心に読み進めたものを「地球形状論シリーズ」として表記する．  
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これまでの開催記録  

これまで行った 19 回分の発表内容と発表者を一覧にしておく．発表

内容に対応するニュートンの著作物中の命題番号等も付記した．  

 

表 1. プリンキピアを読む会開催記録  

回  日付  発表内容 /内容に対応する命題番号等  発表者  

1 2012 年  

3 月 7 日  

勉強会の方針の検討   

2 3 月 21 日  力学基礎概念シリーズ①  

『プリンキピア』第一篇定義 1, 2,  3 ,  4 , 5 ,  6 , 7,  8  

工藤  

3 4 月 6 日  地球形状論シリーズ①  

『プリンキピア』第一篇命題 1 定理 1, 命題 4 定理 4, 第三篇

命題 18 定理 16 

多久和  

4 4 月 21 日  力学基礎概念シリーズ②  

『プリンキピア』第一篇注解 ;  「重力について」  

工藤  

5 5 月 6 日  地球形状論シリーズ②  

『プリンキピア』第三篇命題 19 問題 3 

多久和  

6 5 月 12 日  力学基礎概念シリーズ③  

『プリンキピア』第一篇注解 ;  「重力について」  

工藤  

7 6 月 9 日  地球形状論シリーズ③  

『プリンキピア』第三篇命題 19 問題 3 

多久和  

8 6 月 16 日  『プリンキピア』第二編からのアプローチに向けて  

『プリンキピア』第二編命題 3 問題 1 

野澤聡  

9 7 月 14 日  力学基礎概念シリーズ④  

『プリンキピア』第三篇規則 I,  II ,  III ,  IV,  一般的注解  

工藤  

10 8 月 7 日  ニュートンの物質論  

『光学』疑問 31 

柴田和宏  

11 10 月 20 日  光の射線に固有の性質 Sides 

『光学』疑問 25,  26,  29,  31 

多久和  

12 11 月 10 日  力学基礎概念シリーズ⑤  

『プリンキピア』第一篇法則 I,  II ,  III  

工藤  

13 11 月 24 日  Experimentum Crucis のルーツ  

『光学』第一篇第一部実験 6; 「光と色についての新理論」  

多久和  

14 12 月 15 日  力学基礎概念シリーズ⑥  

『プリンキピア』第一篇補助定理 1,  2 , 3,  7 , 定理 1, 2,  3 , 4  

工藤  

15 2013 年  

1 月 24 日  

書簡に登場する Experimentum Crucis  

『ニュートン書簡集』手紙 40, 52, 67,  70, 73,  74, 173, 185, 196, 

200, 217,  220,  221  

多久和  

16 3 月 2 日  イギリス資料調査報告  工藤  

17 3 月 19 日  地球形状論シリーズ④  

『プリンキピア』第三篇命題 19 問題 3 

多久和  

18 4 月 6 日  力学基礎概念シリーズ⑦  

『プリンキピア』第一篇定義 ,  運動の法則  

工藤  

19 4 月 25 日  ニュートン逸話の典拠  多久和  
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利用しているニュートンの著作物  

 勉強会では，できるだけ原書の記述に忠実に読むことを目指してい

る．『プリンキピア』に関しては，コイレとコーエンが編集したラテン

語第三版 (1972)が，各版での追加・変更点が注釈で補足されているた

めに非常に有用である．また，解釈に困ったり，現代的な用語で解釈

し直したりする場合には，原書と翻訳書を比較するのも有効な手段と

なっている．ニュートンの著作物について，主に利用している原書と

翻訳書を一覧にしておく．  

『プリンキピア』  

Isaac Newton’s Philosophiae Naturalis Principia Mathematica, the Third 

Edition with Variant Readings . Edited by A. Koyrè and I. B. Cohen. 2 vols. 

(Cambridge, MA: Harvard University Press, 1972).  

The Principia: Mathematical Principles of Natural Philosophy . Translated 

by I. B. Cohen and A. Whitman. (Berkeley: University of California Press, 

1999). 

河辺六男訳『世界の名著 31 ニュートン――自然哲学の数学的諸原理』

中央公論社 , 1979 年 . 

中野猿人訳『プリンシピア――自然哲学の数学的原理』講談社 , 1977

年 .  

 

『光学』 

Opticks: or, A Treatise of Reflexions, Refractions, Inflexions and Colours of 

Light (London, 1704; forth edition, London, 1730).  

島尾永康訳『光学』岩波文庫 , 1983 年 . 

田中一郎訳『科学の名著 6 ニュートン――光学』朝日出版社 , 1981 年 .  

 

『ニュートン書簡集』  

The Correspondence of Isaac Newton . Edited by H. W. Turnbull, J. F. Scott, 

A. R. Hall, and L. Tilling. 7 vols. (Cambridge: Cambridge University Press, 

1959–1977). 

 

「重力について」  

MS Add. 4003, Cambridge Digital Library:  

http://cudl.lib.cam.ac.uk/view/MS-ADD-04003/1 

“De Gravitatione [probably before 1685],” Isaac Newton: Philosophical 

Writings . Edited by A. Janiak. (Cambridge: Cambridge University Press, 

2004), 12–39. 

 

「光と色についての新理論」  

“A Letter of Mr. Isaac Newton, Professor of the Mathematicks in the 
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University of Cambridge; containing his New Theory about Light and 

Colors: sent by the Author to the Publisher from Cambridge, Febr. 6. 

1671/2; in order to be communicated to the Royal Society,” Phil. Trans. 

6(1671/2), 3075–3087. 

“Letter 40: Newton to Oldenburg, 6 February 1671/2,” The Correspondence 

of Isaac Newton, vol. 1 (Cambridge: Cambridge University Press, 1959), 

92–107.  

 

今後の活動について  

 勉強会は今後も継続予定であり，発表者・参加者を随時募集してい

る ． プ リ ン キ ピ ア を 読 む 会 の 発 表 ・ 参 加 に 興 味 が あ る 方 は ，

takuwa.y.aa@m.titech.ac.jp（多久和）または kudo.r.aa@m.titech.ac.jp（工

藤）まで連絡願いたい．  


